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美
し
い
日
本
の
風
景
を 

圧
縮
し
た
庭
園
：
渉
成
園 

新
緑
の
国
の
名
勝
庭
園
で 

写
真
を
撮
ろ
う
!! 

6
月
18
日
朝
7
時
58
分

ご
ろ
、
北
摂
を
震
源
と
す
る
Ｍ

6.1
、最
大
震
度
６
弱
の
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。 

ほ
と
ん
ど
の
会
員
は
、
被
害

に
あ
わ
れ
、
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

3
日
後
の
21
日
、
余
震

の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、

気
分
転
換
も
か
ね
、
計
画

ど
お
り
ＪＲ
京
都
駅
に
集
合
し
、

国
の
名
勝
庭
園
「
渉
成
園
」
に

行
き
ま
し
た
。 

東
本
願
寺
の
特
別
な
ご
配
慮

で
、
岡
本
熙
子
和
尚
さ
ん
が
一

緒
に
散
策
し
な
が
ら
丁
寧
に

説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

渉
成
園
の
中
に
は
、
数
多
く

の
有
名
な
建
築
構
造
物
や
灯

篭
・
石
塔
・
石
幢
な
ど
が
あ
り
、

数
多
く
の
庭
木
が
四
季
折
々

に
変
化
し
、
い
つ
訪
れ
て
も
静

か
で
変
化
が
楽
し
め
る
庭
園

で
す
。 

又
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
岩
崎
節

さ
ん
が
一
緒
に
散
策
し
な
が

ら
写
真
の
撮
り
方
を
教
え
て

下
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
長
時

間
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

             

園
内
散
策
後
、
東
本
願
寺
ご

紹
介
の
真
宗
教
化
セ
ン
タ
ー

し
ん
ら
ん
交
流
館
の
京
都
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
オ
リ
ゾ
ン
テ

で
店
長
お
勧
の
ラ
ン
チ
を
頂

き
ま
し
た
。 

 

昼
食
後
、
交
流
館
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
解
散
し
、
そ
の
後
は
東
本

願
寺
の
視
聴
覚
ホ
ー
ル
を
見

学
し
、
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
を

参
拝
し
て
帰
宅
し
ま
し
た
。 

京
都
市
下
京
区 

京
都
市
を
構
成
す
る
11
区

の
ひ
と
つ
で
す
。
北
辺
を
通
る

四
条
通
の
四
条
烏
丸
（
烏
丸
通
）

か
ら
四
条
河
原
町
（
河
原
町
通
）

ま
で
は
京
都
府
、
京
都
市
有
数

の
繁
華
街
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
京
都
駅
は
、
京
都
市

周
辺
部
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ

り
、
周
辺
に
は
京
都
タ
ワ
ー
・

京
都
駅
ビ
ル
な
ど
を
中
心
に

商
業
施
設
が
集
ま
っ
て
い
る
。 

渉
成
園
（
し
ょ
う
せ
い
え
ん
） 

渉
成
園
は
、
真
宗
本
廟
（
東

本
願
寺
）
の
飛
地
境
内
地
（
別

邸
）
で
す
。
東
本
願
寺
の
東
方

約
百
五
十
メ
ー
ト
ル
に
位
置

し
、
ほ
ぼ
二
百
メ
ー
ト
ル
四
方

の
正
方
形
を
な
す
。 

名
称
は
、
中
国
六
朝
時
代
の

詩
人
陶
淵
明
の
「
園
日
渉
而
成

趣
」
の
詞
に
ち
な
む
。
ま
た
、

周
囲
に
枳
殻
（
カ
ラ
タ
チ
）
が

植
え
て
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
枳
殻
邸
」（
き
こ
く
て
い
）

と
も
通
称
さ
れ
る
。 

            

建
築
以
降
、
近
世
・
近
代
を

通
じ
て
門
首
の
隠
退
所
や
外

賓
の
接
遇
所
と
し
て
用
い
ら

れ
る
な
ど
、
東
本
願
寺
の
飛
地

境
内
地
と
し
て
重
要
な
機
能

を
果
た
し
た
。
ま
た
、
延
宝
６

年
（1678

年
）
か
ら
宝
暦
４
年

（1754

年
）
の
間
は
、
西
隣
に

接
し
て
東
本
願
寺
の
学
寮
（
大

谷
大
学
の
淵
源
）
が
置
か
れ
た
。  

        

園
に
入
っ
て
ま
ず
目
に
つ

く
の
が
、
不
思
議
な
石
垣
「
高

石
垣
」
で
す
。
橋
材
や
礎
石
、

石
臼
、
石
碑
ま
で
使
っ
て
い
て
、

さ
な
が
ら
石
の
ア
ー
ト
で
す
。 

 

園
内
に
は
、
全
敷
地
の
６
分
の

１
を
占
め
る
広
大
な
印
月
池
を

は
じ
め
と
す
る
頼
山
陽
撰
の
十

三
景
が
広
が
り
、
大
書
院
の
閬

風
亭
や
、
漱
枕
居
・
縮
遠
亭
・

代
笠
席
の
３
茶
室
、
第
二
十
一

代
嚴
如
（
大
谷
光
勝
）
の
持
仏

堂
で
あ
っ
た
園
林
堂
等
、
瀟
洒

な
諸
殿
舎
が
点
在
す
る
。
殿
舎

内
部
に
は
、
石
川
丈
山
や
狩
野

永
納
、
棟
方
志
功
等
の
作
品
が

残
る
。 

庭
園
は
作
庭
時
の
姿
を
残

す
が
、
安
政
５
年
（1858

年
）・

元
治
元
年
（1864

年
）
の
２
度 

       

の
罹
災
に
よ
り
焼
失
す
る
。

現
在
の
殿
舎
は
、
慶
応
元
年

（1865

年
）
か
ら
明
治
初
期

ま
で
に
再
建
さ
れ
た
も
の
。 

七
千
㎡
を
超
え
る
広
い
池
は

「
印
月
池
」
と
い
い
、
古
く

は
高
瀬
川
の
水
が
引
か
れ
て

い
た
。
明
治
に
入
り
琵
琶
湖

疏
水
が
開
通
す
る
と
、
東
本

願
寺
の
防
噴
水
用
に
蹴
上
か

ら
専
用
の
鉄
管
で
疎
水
の
水

が
ひ
か
れ
、
こ
の
水
が
渉
成

園
に
も
引
き
込
ま
れ
た
。（
現

在
は
井
戸
水
が
使
わ
れ
て
い

る
と
の
事
で
す
） 

          

庭
は
二
つ
の
池
を
回
遊
す

る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
植
物
や
鳥
た
ち
が
静
か

に
遊
ぶ
様
は
、
ま
さ
に
都
会

の
オ
ア
シ
ス
で
す
。
明
治
に

再
建
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い

庭
園
は
池
泉
回
遊
式
庭
園
で
、

唐
破
風
の
橋
や
楼
門
式
建
築

が
あ
り
と
、
庭
園
だ
け
で
な

く
建
築
も
楽
し
め
ま
す
。
渉

成
園
は
、
静
か
で
見
所
が
多

い
庭
園
で
す
。 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

２０１８年7月度行事予定 

洛北の神社仏閣と大学のまち：京都市北区 
“平井嘉一郎記念図書館・国際平和ミュージアム見学” 

月 日： 2018年7月１９日（木） 

集 合： 立命館大学衣笠キャンパス中央広場 

内 容： 衣笠 キャンパス・国際平和ミュージアム 

そ の 他：1) 小雨決行 

2) 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

 

２０１８年８月度行事予定 

淀川が運ぶ土砂が堆積してできたまち：大阪市西淀川区 
江崎記念館（近代化産業遺産認定）見学 

月 日： 2018年８月２３日（木） 

集 合：ＪＲ塚本駅 改札出口 集合時間：10:00 

内 容： 江崎記念館 

そ の 他：1) 小雨決行 

2) 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

 

入園口正面の高石垣前で記念写真 

木造の反橋 侵雪橋 塩釜の手水鉢の本歌 

唐破風屋根の回棹廓 

池に臨んで 滴翠軒と臨池亭 
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